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携帯用空電波形測定機

岩井章 伊藤吉之助 村田友司

1.緒言

従主長から察官波形測定装置11.，色々と試作されてい

るが，仰向(3)(4)(5)携館用として特に設計されたものは

見あたらない-プJ6.~電波形の研究は最近著しく進歩

し，一地点のみで観測を行うのでは，波形の解析に満

足出来る結果がえられず，特に吹雪から発生する安定

や，火山の的煙から発生するa:.電は，その強度が微弱

-cあって，これ等を観音ltl-j旬るには発生する場所まで行

かなくてはならない. 叉ブ~1立測定機と連動で波形観測

を行う場合や，ボーイズカメラと連動で波形鋭iJltlを行

う場合にはどうしても移動観測が必要となってくる .

そこで吾々は上記の目的に合致する搬な拡利用波形

机定機を試作し， :r.苦々 の観測に用いており，その性能

も一応満足すべき紙ー果を得ているので以下に述べよ

う.

この方式は根本的には従来の方式と同ー.Cあっ

て，(1)主主中線に誘起された答電波形を適当な特性を宿

する増幅誌で増幅し，プラウ y 管面に波形を捕かし

め，これをフィルムに言己主告する方法を保ってL、るが，

部分的には相当改良されている.

3.記録関係についてはプラウ y管の陀綴!こより，

装置全体の大きさ， Ei謀機梯怜函に大きな影響を

与えるので，その選定に充分注意する.

4.終械的には況盆，大きさが偏Iliしない主主適当な

大きさに分割すると同時に，縦パネルとして調整，点

検に便利な様にする.

I1I.装置の概要及び特性

装窓会体のtll;成闘を第1図に示し.その外観を写真

1 (45頁}に示r.
第 1図 携信用益電波形測定?を置熔成図

11.設計の要点 1.空中線及び手IJ得調整回路

?を屯の本質的な研究には，その波形を';ft'(i許可に測定す 本装置における~rl'線は携桔に使なる械にとの制約

る必要がある.言うまでもなしささ電波形の俗化げ不 があるので，一応無難な垂直径;rj'線を使用し，これに

規則な過渡現象‘C，その1M波数分布は広範聞にu:って 直列に抵抗2kQを拠入して空中線図絡会体を非同期

いるので，地偏RiHt広mさそとしなくてはならない.ま 的としてある.
た記録された結架から見ると波形は忠実に原波彩の再 使用安中線!ま測定波長に比べて充分短かいので容量

現である必要があり，これが為には増傾部の特性は充 庄中線と見倣さh.現用のものではt ~};rド線容量は

分信頼出来る!)}，附服装置の働作~1.正確である:r}1:，記 50 pfであって，時定数は0.1μsである.

iJ さ れた{創玄関rCf ~.つ鮮明である事，等が沼気的性能 利得調鐙|且Irriiには議屯i1ii分割訟を丹jぃ，省官官号の
を決定する主要なる妥素であって，こ;/L等の要求とれl 夫々の値を Cl= 500 pf， C2 = 1500 pf， Ca = 5000 pf， 
候って，携帯に便利なる段，その様織的設計にもjll-'t電 C. = 15000 pf， Cr; = 5COOO pfにとれば， 1段につき
な考慮が払われなくてはならない 10dbずつの変化を与え合計40db可炎出来る

具体的な設計の要点を2，3挙げると次のぬCある 2.誘導電圧縮償回路

1.増幅部の利得を地加し，その観測範聞を広大す 電力線からdおされる誘導妨官官庄を百n償するため
る・ に Toulonの phaseshifterを使用し，高抵抗を通し

2.附属装置の同地方式を改善して記録波移の依頼 て増幅;幻の人力凶路に結合し，電力総から滋起される

皮を向上させると同時に，特にその波形の立上りのjE fZ圧と同振悩泌{叫flノコTIt圧を加え妨百沼圧を消去して

れを減少させる. いる・
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3.主増幅器

ちな電波形の州波数分布{主nJJj立 り広祁U~jにTIるの 'C ，

その均幅昔前主必然的に広棉械と しなくてはならない.

抵抗容主主結合1榊11d2i}の阿波数特性:ま，その設計及び

製作に注意して@jy，告の漂遊容量を極力減少さず如くす

れば可成り良好な特性が得られるが，この程度では満

足出来ないのでshuntpeaking methodeを使用し特

性の改善を図っている.

凶路図を第2図に示し ，その向波数特性を第3関，

1反隠特性を第4凶に示 j-.写真第 Il， 第 1II(45氏}

は1制話器・の内部を示す.

4 起動回笛

/~~疋入カのあった時乃み1時間報掃引と総度安調を行

うために必裂ーであり入プJ:主主増幅器の出力から分割し
て取出し，会:電 puJseが正負{可れで‘あっても働作;主開

始出来る綴;こなっていると同時;こ起動感度調鎧を附し

て起動レペルの調整が出来る桜:こなっている.

5.銭形波発生回路

起動回路から与えられた笠電 puJse によってffrfì~ 乃

箱形波を発生し，これを時間動掃引回路の入力及び跨

度変調回路の入力に加える.

短形波の出力沼周;(よ30V，継続i待!日jは故大20ms C 

;!oる.

携待用益電波形測定機振幅特性
. 
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6， i輝度変調回路

プラウy管面のスポヴ トは常時消しておき安定入力

のらる時のみ，その微を現わす必要があるので前段で

得られた箔月号波を地中高してプラウy管の錬度変調端子

に加える.

出力電圧は可長国司監慌により調聖書可能で;般大 100V 

でーある.
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携待用~電波形測定機附鼠装置回路配線図

6AC7 

7.単一時間輸掃引回路

時間軌回路は蓄電器 Cと抵抗Rの-;Jf;.:yl)t妾続による
結';{L器の充電過程によって与えられ.更にこの回路に

放電管と帰引起動を与える真宗管を配すると同時に蓄

電~i}~こ充電すべき電源電圧を充分高くとり特性の改蓄

を計っている.時間軸を決定する蓄電球と抵抗の安定

伎とその確度(i.良品を選定すれば精度の向上を期する

事が出来るのでその点充分注意してある.掃引時間車血

の変化は蓄電訴を切換える王将により夫々 1ms， 6 ms. 

12 ms， 16 msの4段に可変出来る・

以上起動回路，矩彩波発生回路.獄度変調回路，単

一・時間軸掃引回絡を一括して第5図にその配線図を示

し，写真IV，V (45頁)は内部である.

8.ブラウン管回蹟

使用したプラウy管(主日本電気製 120E-B 1で加速

電圧 2000V，その回線図を第 6図に示し， 写真 VI，

VII (45頁)は外観及び内部を示す.

9.託銀器及び周期回路

カメラl主キャノ:..'(F= 1.4)を使用L.プラウ y管

とカメラの聞をフードそ以て結合し，内部に光線が侵

入しない様にしてある.そしてこのカメラのシマッ担ー

第6図 携椋用o:電波形測定機ブラウン管回路

+ 

l士電磁石と継電器を利用し t z;;.:.電入力によって自動

的!こ開閉出来る様になっており ，叉5・電方位測定機と

の連!l!1J観測の場合には波形が記録されると同時に方位

測定機alilに信号を送り，同時刻である事が確認される
様になってL、る.

この間路の配線図を第7図に示f.

10.装置の機織的措造

木装置の主要部分は5つの笹体から出来ており，各

部共小型，軽量として機符に使手IJな機構成されてい

る.

増樋装置及び附属装置は何れも縦ノξネルとして前回

パネルのピスを外せばf動作状態のままI:I;J部の点検が可

能であり，各装置毎に電圧，電淡計を取付け装置の{劫

第7図 携帯用益電波形測定機連動装置回路関

6J5 6SN7 SK6 
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名称↓区分→l 内部回路 1軍最 | 寸 法

増幅装置i利得調整回路主増幅杭 110同 | 高 踊 斯
|誘導電庄補償回路，同電源 I J.V "1'; I 350mm x 400mrn x 2∞ 

附属装置 |起動匝]路齢腕姐路 115 kg 1 高 幅 奥行
|輝度変調回路，紛引回路，同電源 Il!) Kg I 350 mm  x 

I _~ = ...a.. ~ . futr;;;1l1h' r-?'Ir.:r.i);'.r.r: j 'f 1') 1..... I高 幡 奥行
プラウy管装置 |プラウ γ管回路，同電源 112 kg I 250mm x 200mm.x 460mm 

1 "，""T J y カメラ， I 'c" ，._1 高 幡 奥行
撮 影 機 |フードマガジシ 14.5 kg 1 200 mrn x 320mrnx 260mm 

! 一一I I 高一--ifM 奥行

附属符mrzizd五452h|12kg12mmm×460mrnx 260mm 
作:jtJ設を監視出来る様になっている.叉電波部分は

失々の装置に収納されており，底商のピスを外せば外

部;二耳支出す芸評が出来る様になっている.

i担鞭態下された金原所長に深〈謝意そ表Tると共に，

W~作. 実験に協力された当所国中津大隊， 加藤利郎の

両氏に深謝する.
命本装置を筏体毎に区分すれば上表の通りである.

IV.結言
1省二の研究(主文部省試験研究費によるものである.

本装置は務帯用として試作された関係上その性能を 文 献

決定する上に施々の制約があった為，次の様に若干改 ( 1 )大島・岩井・伊藤: ~研報告，第 1巻， 第 1 号， 1950.

良すべき点があり，こまL等の回路を附加すればより良 ( 2 ) B. F. J. Schonland: Proc. Roy. Soc. Vol. 176， 

好な観測波形が得られるであろう・ 1940. 

1.遅延回路縞を附し ，波形の全貌を記録出来る様 ( 3) F. Houner: Wireless Eng. Vol 24， No. 340， 

』こする 1952.

2.記録装置を自動化する・ ( 4) H. L. Tones: Proc.l. R. E. Vol. 40， No. 9，1952. 

V.謝癖 ( 5) C. Clarke: Wireless Eng. Vol. 28， No. 339， 

終りに臨み， 本装置の完成に当って，終始御指導， 1951. 


